










要約:岡山県地域保健医療計画の実施評価並びに,最近の母子保健施策の成立・展開過程の

検討等を通じて県の役割を明らかにすべく努めた。新たな事業は多くが地域保健医療計画

にもとづいているが必ずしも目的にそった運営が出来ているとはいえない。既存事業を強

化する計画については特段の前進がなかった。情報分析の新たな視点,柔軟なチーム編成,

研修・マニュアルづくりによるマンパワーの活性化等発想の転換がもとめられている。 


